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感想：４つの病院・施設を視察させていただいて、どこの病院、施設でも独自の取組みをしていて、「これを取り入れよう」「あれをやってみよう」という思いになった。ハード面では他の病院には劣っていない、むしろ、充実していると思う。退院促進や脱施設化が叫ばれる中で、地域で受け入れる側、地域での支援をする側としては、様々な施設があれば、当事者のニーズに合わせた良いサービスを提供できるだろう。その為に、ハード面ばかりではなく、その中にいるスタッフの「質」を向上させていかなければいけないと思った。今回見学させていただいた所では、スタッフ１人１人の考えが１つになって「チーム一丸」となっていた。

地域啓発では、それぞれが独自で「精神障害者」を理解してもらおうと取り組んでおり、たくさんのヒントをいただけた。それを今後の業務に活かし、来年度は活動をしていきたい。

掃除ひとつをとってみても「やってあたり前、やらないほうがおかしい」という土佐病院須藤院長の言葉は衝撃的だった。「普通」とは何ぞや、という問いかけを須藤院長はするそうだが、「普通は○○でしょ」というように、何が普通なのか、考えながら業務を遂行しなければいけないと、改めて思った。

　　　視察を行う中で、どの職員からも「グランドデザイン」という言葉が多く聞かれた。私もその動向には注目をしている。今までは、県からの郵便物や定期購読している本からの情報を基に、動向を伺っていたが、インターネットなどで、常に最新の情報をキャッチするアンテナを張って、それに対応していく柔軟さを持ち合わせて、精神障害分野だけではなく、幅広い知識を得る事が必要だと感じた。

土佐病院

　土佐病院の紹介ビデオ

　　内容・・・看護の紹介、検査室、薬局、栄養室、事務局、デイケア、相談室、心理、作業療法、

患者レクリエーション、（職員）クラブ活動、行事の説明、等

　売店

町中に病院がある、という立地条件なので、あえて売店を作らず、地域に出て買い物をする。

　　病棟では、詰所にはスタッフは殆どいない。基本的な事だが、それが徹底されていた。

記録

詰所では記載せず患者もいるホールで記載する。２０年ぐらい前からの試みで、患者もマナーがある人だから、カルテを破く、という事はない。患者も何を書かれているのか疑心暗鬼になってきたが、患者の方から「今日僕は○○やったよ」と教えてくれる。カルテの開示を求められる事はあるのか？という質問には年に数回程度ある。

服薬　

病棟での管理が殆どで、退院前の期間に自己管理する。

ベット

良いベッドは寝たきりを作るのでベッドの下に手製の布団収納を作り、そこに布団を置き、布団の下は畳を敷いていた。結果として殆ど寝たきりになる方はいない。

保護室

保護室にいても社会から隔離するのではなく、時計を置いて社会の中にいる、という実感を持って欲しい、という願いで時計を置いた。日付が入れば尚よかった、と改善点を挙げている。

　掃除

精神科病院で掃除をしない、という事は市民の偏見を助長することになると話されていた。今までの汚い、暗い、という精神科のイメージを払拭するには、掃除からでもできる、という意識をもって取り組んでいる。月１回全スタッフで掃除をしている。地域で暮らしている障害者にも月１回の掃除、とう事を実施し、それが好評。普通の人にアパートを貸すよりも土佐病院の患者に貸すほうが、綺麗に使ってくれる、という事で好評を呼んでいる。

掃除をするスタッフも、掃除について勉強し、綺麗な病院、より良い病院を作るには、という姿勢があり、研究発表会で掃除について発表をする。又、掃除の専門会社を入れようとしたときには、掃除の専門会社が見学に来るほど掃除が徹底されている。きれいにするには金がかからない、普通の事を普通にしているだけ

地域啓発

患者が作成した絵画ではなく高名な画家の展覧会を企画し、一般市民が来院する工夫を作っていた。ねらいとしては、展覧会にくるばかりではなく、病院そのものを見て、患者を診て欲しい、というねらいがある。

家族教室

５回１クール、年３回、参加者は３家族から１０家族ぐらい、平成７年から高知医大と協同して家族教室のビデオを作成して家族教室で利用している。家族教室では、ビデオを見た後で精神科医とミーティングを行う。

運営は家族で行ってもらい、事務局を病院のソーシャルワーカーが行う

規定はないが、会則は設けている

退院

月に１～２回　看護師、医師、ソーシャルワーカーと退院促進会議を行い、入院期間が一年を過ぎないようにしている。

７人のソーシャルワーカーで対応し、担当制はとっていない

訪問看護師とソーシャルワーカーが同行、単独で訪問するのは危険なので２人で訪問を行う。

退院は退院促進会議でピックアップして検討する。「病院にいる事」を選ぶ人がいるが、それは自己決定ではない。地域に出てみて、病院に帰ってきてもいい。病院にいると退院とか外に出て目的を持つ、という事を選ぶ選択肢がない。荒治療であるが、退院させてみる事で新しい変化がある。

退院を早くすることで入院してからも早い。体調を崩した時にもすぐに戻ってきて、早く退院する。

退院後どうなるのかを考えるのは怠慢。その役割に就いたワーカーがするもの（須藤院長）

　就労

一般就労する方は、他の資源につなげていく。

　考察：土佐病院は、青南病院とほぼ同じ時期に開設し、同じような歩みをしてきた。ハード面では決して劣っていない。既存の物を用途に応じて変えていく、という事は建物もそうだが、援助・支援においても同じ事がいえるのだろう。

土佐病院の紹介ビデオは、若干古いと感じたが、地域啓発用、見学者用のビデオとして内容は盛りだくさんで、おそらく一般市民が見ても精神化病院を理解してくれるだろうと感じた。

地域啓発活動という事で、独自の取り組みはしているか？という問いには、案内をしてくれた方は「特に何もしていない」と話すが、病院が街中にある、というのだけで地域住民から認知されているのだろう。病室のカーテンを開けると、すぐ前には団地があったり、運動会や納涼祭などイベントにも大きく宣伝をしなくても地域住民が参加してくれる、という事は、それだけで充分啓発活動になっている。

「私の仕事は・・・だから」ではなく、土佐病院の職員として、一人の患者に対しどう考えるか、という職種のバリアを超え、考えていた。

掃除をしているのが当たり前、逆にそれがすごい、と感じたのは自分の中で、「やって当たり前」が浸透していない証拠だと思う。

障害者通所授産施設　末広　

　概要については、別紙資料参照。

考察：一通り授産種目を見学させていただいた。授産種目が多くある、という事は、当事者が仕事を選ぶ事ができて、本人のやりがいにも繋がっていくと思う。仕事を受注する為に、どのように取り組んでいるか、という問いに、特に何もしておらず、家族や町の協力を得て仕事を受注している。授産施設からのステップは、まだ開設1年足らずという事もあり、今後の課題だと話す。

三船病院

· ソーシャルワーク部門は別紙資料参照

生活訓練施設　花園荘

地域生活支援センター　はなぞの　

　生活訓練施設と地域生活支援センターと併設で、サテライト支援センターは、城西とつどいの二つが街中にある。サテライト城西は、コンシューマースタッフによる運営。

　地域生活支援センターには、香川県退院促進支援事業の自立促進支援協議会事務局を設置している。

　

考察：同じ立場の協力機関型ジョブコーチが対応してくれた。やはり香川県でも精神障害者の就労支援は進んでいないのが現状であり、法人内にある生活支援センターや生活訓練施設と連携して就労の促進にならないか、と模索している状況である。

　　　退院促進事業の取組みは、自立支援員を病院関係者でもなく外部の人間をおく、という事で病院の「風通し」がよくなり、又事業の期限が設けられていた事で、事業の成果があがっているとの事。

しかし、退院促進事業という事で事業費が下りている。精神障害者の退院促進は、お金をかけなければできないものなのか？という疑問をもった。大阪での退院促進事業の背景や病院の運営というものが背景にある中で、今後退院促進事業はどのようになっていくのか注目をしていきたい。

医療法人　敬愛会　

生活訓練施設　なぎさ寮

　入所者内訳は、殆どが南海病院からの受け入れ。

　退所先は、殆どがグループホームか単身生活を送る。

　退所までの期間は、２年弱との事。

　就労先は、地場産業が多くあるのでその事業所に働きかけ雇入れをしてもらう。

地域生活支援センター　オリーブの木

年中無休で２４時間体制をとっていて、６名の職員配置。

１０６名の登録者、１日平均利用者は１０名の来所、電話相談は平均１５名

利用者は、南海病院から５割、他病院から５割の利用。

考察：病院や生活訓練施設は海岸沿いにあり、景観は素晴らしいが、閉鎖的な印象を受けた。しかし、地域生活支援センターは街の中にあり、活動を行っている。サテライトをもつセンターが多くなったが、初めからセンターを街中に作ってしまえば、サテライトという名前は生まれなかったのだろう。

　　　










